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Aグループ
A-1 ICTを使用した卒業論文執筆指導の実践

日本大学　野呂　有子
ICTでで提出されたされた電子媒体のの提出物をを、授業中

に そのままに、そのまま全員にに提示しながらしながら訂正作業やや説明
をを行うことでうことで、学生全員がが実際にに目のの前でで、自身
のの提出物をを教材としてとして、生きたきた形でで学修でき までき、ま
たた、提出物ををスマホスマホさえあれば いつでも どこさえあれば、いつでも、どこ
でもでも、自由にに閲覧閲覧可能でありであり、何何度でもでも見直しがしが
できるできる 々等々でで、授業へのへの参加意欲はは各段にに上がるがる
こと またこと。また、互いのいの発表ににコメントコメントをつけをつけ合うこうこ
とでとで協学のの精神がが涵養されたされた旨のの報告があったがあった。

A-2 タブレット端末を用いた双方向教育による学
生同士の多様性理解と相互的学びへの展開

土屋 衛 郎立正大学　土屋　衛治郎
立正大学APアクティブ ラーニングアクティブ・ラーニングのの主要なな

取組みであるみであるタブレットタブレットPCをを利用したした双方向教
育のの学習実態とと学習成果についてのについての全学部生アンアン
ケートケート結果からから、教員－学生間のの双方向性のの確保
をを目的とするとする双方向教育についてはについては、学生同士がが
考ええ方のの 様多様性をを理解することにつながっているすることにつながっている
ことがことが分かった またかった。また、学生同士でで刺激刺激しし、考ええ
をを比較しし合いい、知識をを広広げげ、深めめ、新しいしい観点にに
気づくというづくという学生相互的なな学びにつながるびにつながる可能性
がが示唆されたされた旨のの報告があったがあった。

A-3 TV会議システムを利用した体験授業の試み
督 健国際基督教大学　岡野　健

日本のの大学教育のの一般的ななスタイルスタイルであったであった一
方向授業をを打打開するためするため、ICTをを活用したした双方向
授業をを実現するためのするための試みとしてみとして「TV会議シスシステテ
ムムをを有効利用」した また これまではした。また、これまでは 途研究用途
でしかでしか利用されなかったされなかった 備大型研究設備をを、教育にに

もも有効利用できるようなできるような共通プラットホームプラットホームのの開
発をを試みた これらのことでみた。これらのことで、 備研究設備のの教育現
場へのへの有効利用をを促進しし、小・中学生にはよりにはより多
くのくの「学ぶぶチャンスチャンス を」を、大学生にはには実践的なな「教
えるえるチャンスチャンス を」を提供できたできた旨のの報告があったがあった。

A-4 反転授業による必修科目での学修効果改善
児玉東洋大学　児玉　俊介

典型的なな私私立文系大学のの大規模必修科目でで、
ICTをを活用したした反転授業をを実施したときのしたときの学修効
果をを 討検討したした。学修効果のの １第１はは 席出席率向上であであ
りり、第２はは反転授業をを実施しなかったしなかった年度とと比較
したした成績向上であるである。成績向上をもたらしたをもたらした 因要因
としてはとしては、LMSをを利用したした事前学習プリントプリントとと授
業内課題のの提出率のの向上があげられるがあげられる。勤勤勉かつかつ
真摯ににレポートレポートにに対応したした学生はは、学修のの内化とと
外化をを進めめ成績をを向上できたができたが、レポートレポートにに 適不適
切にに対応したした学生はは成績をを僅僅かにしかかにしか向上できなできな
かったかった旨のの報告があったがあった。

A-5 大学初年次におけるリーダーシップ教育の
効果性検証と授業改善

聡立教大学　田中　聡
立教大学経営学部ではでは、大学初年次におけるにおけるリリ

ーダーシップーダーシップ教育のの効果をを 証検証するためにするために、ICT

をを活用したした統合データベースデータベースをを構築し そのし、その分析
にに基づくづく授業改善とと教学IRのの実践にに取組んでおらんでおら
れるとのこと そのれるとのこと。その分析結果からはからは、座座学がが中心
となるとなる 始授業開始初期ではでは授業内容にに対するする理解をを
促すす介入がが有効であること またであること、またグループワークグループワーク
がが中心となるとなる 降授業中盤以降はは、グループメンバーグループメンバー
間のの相互理解をを促ししグループグループのの 係関係性のの質をを高めめ
るる介入がが学習成果のの向上にに有効であることがであることが示唆
されたされた旨のの報告があったがあった。
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本発表会はは、全国のの国公立大学・短期大学教員をを対象にに、教育改善のためののためのICT利用にに

よるよるFD活動のの 興振興普及をを 奨促進・奨励し そのし、その成果のの公表をを通じてじて大学教育のの質的向上をを

図ることをることを目的としているとしている。今年度はは 和元 ８ ９令和元年８月９日（金）にに 森戸東京理科大学（森戸記念

館館）においてにおいて 催開催したした。一般参加者は 38は138 8 ７ 賛助 ４名（81大学、７短大、賛助会員４社）でで、発表

会はは １第１次選考もも兼兼ねて45ねて45件のの研究発表がが行われたわれた。当当日のの発表内容はは以下のの通りでありであ

る そのる。その後、第２次選考を９を９ 土月21日（土）にに実施しし、11 7 水月27日（水）のの本協会のの 6第26回

頭臨時総会冒頭にに 彰表彰式をを行ったった（詳細詳細はは 号次号にに掲載）。
※※以下のの発表者名はは発表代表者のみのみ掲載
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A-6 ソーシャル・デザイン教育におけるPV制
作を通じたPBLと協調学修の成果

飯沼 瑞東京工科大学　飯沼　瑞穂
学生のの社会課題にに関するする理解促進とと主体的なな姿姿

勢勢をを養うことはうことは、講義形式のの科目においてはにおいては困難
がが伴ったった。本研究ではでは、 続持続可能なな社会のの実現にに
向けたけた問題発見・解決力のの向上をを目的としたとしたソーソー
シャル デザインシャル・デザイン教育のの講義科目ににICTをを活用しし
たた協調学修をを導入し さらにし、さらにPV制作ををPBLのの一
環としてとして取りり入れられたれられた。事前・事後アンケートアンケート
をを行ったった結果、課題解決にに対してして積極積極的にに対応すす
るる意欲がが向上しし、グループグループでで話合うことにうことに対するする
意識がが向上したことがしたことが分かったかった。更にに、問題にに対
してして前向きなきな態度でで対応したいというしたいという意欲がが増しし
たことがたことが示唆されたされた旨のの報告があったがあった。

A-7 発表中止

A-8 初等会計科目における反転授業の教育効果
―WEBテストの活用―

圭関西学院大学　木本　圭一
初等会計科目をを対象としたとした反転授業のの実践報

告。反転授業によってによって、財務諸財務諸表にに関するする知識のの
財務諸定着・活用、財務諸表分析におけるにおける判断力のの獲得、

過学修過程及びび学習成果のの可視化によるによる成長支援そそ
してして質をを伴ったった学習時間のの増加をを目的とした ６とした。６
年にに及ぶぶ実践経験をを踏踏まえてまえて、Web学習ソフトソフトのの
導入結果がが報告されたされた。教室外学修時間のの著著しいしい
増加をを通じじ、明らかならかな教育効果のの向上がが認められめられ
たた旨のの報告があったがあった。

A-9 課題発表におけるインタラクティブプレゼ
ンテーションの汎用的手法の確立

近畿 司郎近畿大学　大野　司郎
学生がが意欲的にに課題発表をを行いい、得られたられた相互

評価にに基づいてづいてブラッシュアップブラッシュアップされたされた課題発表
をを行ううインタラクティブプレゼンテーションインタラクティブプレゼンテーションのの汎汎
用的手法にに関するする報告。課題発表をを動画にしてにして相
互評価をを行うことをうことを通じてじて、受講生全員とと教員がが
発表内容についてについてインタラクティブインタラクティブにに議論するこするこ
とがとが可能となるとなる点にに汎汎用性をを見出しているしている。発表
後のの振りり返りをりを経てて 終最終発表物をを用意できることできること
でで、授業内容のの深いい理解にに繋繋げられるげられる利点がが認めめ
られたられた旨のの報告があったがあった。

A-10 キャリア意識を向上させるオンライン高
大連携―Zoomでインタビューの意義―

安成安造形大学　筒井　洋一
無料ののテレビテレビ会議Zoomをを用いたいた高大連携授業

のの報告。通常のの高大連携授業はは対面でで行われわれ、物
理的なな移移動等のの障害障害があるががあるが、Zoomをを用いるこいるこ
とをとを通じて これをじて、これを克服克服することがすることが可能であるこであるこ
とをとを示した また このした。また、この手法をを用いていて、大学生がが
高校生ににインタビューインタビューをを行うことをうことを通じじ、キャリキャリ
アア教育にに関するする高大連携授業をを展展開しし、技術面、
キャリアキャリア教育、オンラインオンライン高大連携授業等のの観点
からから考察をを行ったった旨のの報告があったがあった。

A-11 LMSを用いたニュース時事能力検定合格
を目指した事前・事後学修サポートの分析

門 尾追手門学院大学　杤尾　真一
キャリアキャリア教育のの一環としてとしてニュースニュース時事能力検

定試験のの受験をを授業内容にに組みみ入れ このれ、この受験対
策としてとしてLMSをを導入したした分析報告。事前・事後学
修教材ををLMSにに掲載しし、学修記録ののデータデータをを利用
してして、クラスタークラスター分析をを行ったった。分析結果としてとして、
LMSのの 即利用、即ちち事前・事後学修用のの教材ををLMS

上にに提供してして学修をを促すことがすことが、受講生にに必要なな
目標をを与ええ、成績評価にに含含めることをめることを通じてじて学びび
ののインセンティブインセンティブにもなっているにもなっている旨のの報告があっがあっ
たた。

A-12 ICTを活用した大人数講義における多方
向型アクティブラーニング

阪 家 彦大阪大学　家島　明彦
全学共通教育（教養教育）・キャリアキャリア教育科目

のの授業でで実践しているしている「学生のの主体的・対話的でで
深いい学びをびを促すす仕掛仕掛け についてけ」について報告。ICTのの活
用をを通じじ、大人数講義においてにおいて多方向型アクティアクティ
ブラーニングブラーニングをを実現しし、学生のの学習意欲をを引引きき出
すことがすことが可能であることであること、学生にとってにとって「負荷がが
高いい」 毎授業（毎回ののグループワークグループワーク、課題のの提出
がが多いい等）であるにもかかわらずであるにもかかわらず、知識のの定着やや
高いい授業評価がが得られたことられたこと、定員をを大幅にに上回
るる 希望受講希望のの授業となったとなった旨のの報告があったがあった。

A-13 ICTを活用した課題による、長期学外学
修授業における学生の成長促進への試み

武蔵 宮崎武蔵野大学　宮崎　雄基
学外学修のの重要性がが高まってきているが そのまってきているが、その

効果のの測定についてのについての本格的なな取りり組みはみは途途上でで
あるとのあるとの問題意識から 7から、2017年度のの取組みにつみにつ
いてのいての 省反省（効果のの測定ではでは、ICTをを活用したした課
題（動画作成）がが高度なためかなためか、混混乱やや衝衝突がが生
じた をじた）を踏踏まえ 8まえ、2018年度はは平易ななWebページページ
のの作成にに変更したところしたところ、10カカ月後ののインタビインタビ
ューュー調査でで学生がが成長実感をを抱くようになったくようになった旨
のの報告があったがあった。

A-14 発表中止

A-15 学習成果の可視化と学生の学習の振り返
りを促進するweb授業アンケート

須 幸福岡大学　須長　一幸
福岡大学Web授業アンケートアンケート（FURIKA）をを活

用したした学習成果のの可視化のの試みであるみである。具体的なな
課題としては １としては、１）ジェネリック スキルジェネリック・スキル（社会
人基礎力）のの可視化、２）教育プログラムプログラム全体をを
可視化、にに対してどのようにしてどのように測定しし評価するかをするかを
主題としている このとしている。この課題にに対してしてFURIKAはは、
ICTをを活用してして授業アンケートアンケートをを授業のの一環としとし
てて「授業へのへの埋めめ込込み をみ」を可能としとし、授業のの到達
度やや学生自らによるらによる自己評価のの精度もも向上するこするこ
とができたとができた旨のの報告があったがあった。

事業活動報告
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A-16 STEM教育におけるクラウドコンテンツ
導入に学修改善

金沢工業大学　田中　忠芳
学びにびに対するする意識変換はは学生自らがそのらがその必要性

にに気づきづき、学修にに対するする 肯自己肯定感やや達成感をを得
られるようにするところにられるようにするところに意義があるとしがあるとし、
STEM教育（理工系人材のの確保をを目指したした新しいしい
教育システムシステム）がが 唱提唱するする新しいしい教育方法をを活用
したした実践報告であるである。具体的にはには、「線 Ⅰ線形代数Ⅰ」
等のの講義をを動画作成ししYouTubeににアップロードアップロード
しし、学生のの活用状況ををデータデータ化しし成果のの確認をを行
ったった旨のの報告があったがあった。

Bグループ
B-1 工学教育における科学の利用と生涯学習能力

市 志好東京都市大学　小林　志好
公式のみにのみに関心をを示すす傾向のあるのある工学系のの学生

にに対しし、材料力学へのへの科学とと数学のの利活用方法のの
修得およびおよび自発的学習のの 慣習慣付けにけに向けてけて、教材
改良にに加えてえてLMSをを利用したした振返りをりを導入しし、授
業のの 展進展にに応じたじた到達度確認をを行ったった試みがみが述べべ
られた そのられた。その結果、科学とと数学のの利用のの重要性をを
認識するする学生がが増加しし、科学やや数学をを自発的にに利
用するする 慣習慣のの獲得にこのにこの試みがみが有用であるとであると推測
されるされる旨のの報告があったがあった。

B-2 実習におけるマネジメントサイクルの理解
と実践能力の修得を目的としたLMSの活用

女 松 弘恵日本女子大学　松月　弘恵
栄栄養学のの給食 管給食経営管理実習ををPDCAサイクルサイクルのの

流れにれに沿沿ってってLMSをを活用したしたチームチーム基盤型のの双方
向授業にに 革改革することをすることを試みたみた報告であるである。「成
功のの 訣秘訣サイトサイト の」の設置によってによって学生間でで情報とと
成功体験のの 継承共有・継承、振りり返りがりが効果的にに行ええ
るようになりるようになり、PDCAサイクルサイクルをを取りり入れたれた給食給食
管経営管理へのへの理解がが深まったまった旨のの報告があったがあった。

B-3 LMSを活用した大学卒業生組織との連携
ゼミナール授業

裕明治大学　小池　裕也
卒卒業生のの組織とと連携してしてLMSをを活用したしたゼミナゼミナ

ールール形式のの 概科目「応用化学概論 2」をを開講しし、社
会でで 躍活躍するする先先輩たちにたちに学びび、思思考力をを育むなかむなか
でで見えてくるえてくる将将来進むべきむべき道についてについて考えるえる機会
のの提供をを図ったった報告であるである。LMSのの活用によってによって
卒卒業生組織とのとの連携がが容易となったことでとなったことで、学生
自身がが化学研究のの未未来やや将将来のの進路についてについて考ええ
るる場をを提供するというするという授業目的をを概概ねね実現できたできた
旨のの報告があったがあった。

B-4 図学への反転授業の適用とその効果および
アクティブ・ラーニングに向けた提言

森帝京大学　森　一俊
図学にに反転授業をを導入したがしたが、初年度はは学習効

果がが低下した そこでそのした。そこでその原因原因をを精査しし、事前学
修へのへのルーブリックルーブリック評価のの導入、グループグループ学修のの
強強化、振返りをりを兼兼ねたねた個人記録表のの交 誌交換日誌化等

のの施策をを導入してして改善をを図ったった報告であるである。 均平均
点のの低下はは下げげ止まりまり、不合格率もややもやや低下したした
がが、従従来型授業でのでの到達度にに回復するまでにはするまでには至至
っていないためっていないため、 密綿密なな見直しによってしによって改善をを図
りつつあるりつつある旨のの報告があったがあった。

B-5 Eラーニング課題を導入した全学必修科学
技術者倫理教育

彦金沢工業大学　栃内　文彦
大人数（1,8800人規模）のの技術者倫理教育ににｅ

ラーニングシステムラーニングシステムをを導入しし、 例事例のの構造化分析
のの後、倫理的にに適適切なな行動をを設計するする訓訓練をを実施
したした報告であるである。 例事例構造化分析のの課題ををｅラーラー
ニングニングとすることでとすることで学生のの負荷軽減とともにとともに学習
効果のの向上がが図られ あわせてられ、あわせてルーブリックルーブリック評価
がが可能・容易となったことでとなったことでTAのの評価参加がが可能
となってとなって教員のの負荷もも軽減したした旨のの報告があったがあった。

B-6 学生実験におけるレポート作成技術向上を
目指した総括的システムの構築

遠日本大学　遠藤　拓
電気電子工学基礎実験ににICTをを導入しし、LMSをを

用いたいた基本事項のの反復学習にに加えてえてタブレットタブレット
PCととLMSをを用いたいた実験レポートレポートのの対面でのでのチェチェ
ックック・添削ややｅポートフォリオポートフォリオのの活用によるによる学生
のの到達度のの可視化等をを図ったった報告であるである。学生とと
教員とのとの間でで密密ななコミュニケーションコミュニケーションととデータデータ共
有をを実現できことでできことで、実験レポートレポートのの質向上にに加
えてえて、学生のの未未到達点把握ややモチベーションモチベーションのの向
上にもにも有用であったであった旨のの報告があったがあった。

B-7 チームによるムービー製作過程が分析機器
の原理の理解度向上に及ぼす影響

川 清水 信神奈川工科大学　清水　秀信
バイオバイオ分析機器をを扱扱うう実験系授業においてにおいて、分

析機器のの原原理やや理論をを理解させるために４させるために４名ののチチ
ームームによる５による５分間ののショートムービーショートムービーをを制作ささ
せせ、授業のの最後ににムービームービー上映会をを実施したした取りり
組みについてのみについての報告であるである。アンケートアンケートとと期末試
験のの結果からから、分析機器にに関連するする実験をを行いいレレ
ポートポート作成によりにより学修させるさせる従従来のの手法にに比べべ、
基盤となるとなる学力がが十十分身につかないにつかない学生にとってにとって
本手法がが有用であるである旨のの報告があったがあった。

B-8 LMS活用による反転学習・事前事後学習を
導入した獣医生理学実習教育

松 久麻布大学　松井　久実
実験系のの獣獣医生理学実習のの課題にに対してして、全てて

のの実習項目にに事前説明のの反転授業化とと予習復習テテ
ストストによるによる事前事後学習をを導入したした取組みのみの報告
であるである。不公平感のないのない実習班編成、ディスカッディスカッ
ションション時間のの確保、TA不足感のの軽減などのなどの効果
がが報告された．またされた．また復習テストテストでで教員はは 々個々のの学
生のの実験理解度をを即即時把握できでき、事前事後学習のの
均平均受験率はは高くく、学生はこのはこの授業方式をを有効とと

受けけ止めためた旨のの報告があったがあった。
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修ポートフォリオポートフォリオ作成ソフトウェアソフトウェアをを開発したした。
このこのソフトウェアソフトウェアをを用いい、各学生のの科目別成績をを
レーダーチャートレーダーチャートでで表しし、GPAおよびおよび総合得点にに
よるよる 順学年順位やや階層階層別分布人数ををヒストグラムヒストグラムでで
可視化したした学修ポートフォリオポートフォリオをを作成しし、学生指
導やや三三者面談時のの資料としてとして利用したした。アンケーアンケー
トト調査により このにより、この総合成績学修ポートフォリオポートフォリオ
のの有用性がが示されたされた旨のの報告があったがあった。

B-14 ICTを活用した物理化学の反転授業による
学習パフォーマンスの向上

崇城 宮崇城大学　宮本　秀一
専門薬学専門科目のの Ⅱ物理化学Ⅱにおいてにおいて、反転授業

形式によるによるアクティブ ラーニングアクティブ・ラーニングをを実施していしてい
るる。学生によるによる授業アンケートアンケートのの結果から ほとから、ほと
んどのんどの調査項目においてにおいて改善がが認められめられ、質をを伴
ったった学修時間のの増加とと問題発見・解決能力のの大いい
なるなる醸醸成がが明らかとなった またらかとなった。また、物理化学にに関
するする 剤師 擬薬剤師模擬試験結果をを分析することによりすることにより、
学生のの学習パフォーマンスパフォーマンスがが著著しくしく改善したことしたこと
がが明らかとなったらかとなった旨のの報告があったがあった。

B-15 クラウド活用による同僚間アンケート調査
を取り入れた問題発見課題解決型協働学修

海 療北海道医療大学　西牧　可織
学生がが互いにいに実験者やや被験者となるとなる同僚間アンアン

ケートケート調査をを取りり入れることによりれることにより、問題発見課
題解決型協働学修のの教育改善をを実践したした。アンケアンケ
ートート調査ではではクラウドクラウド型オンラインオンライン電子フォームフォーム
をを使ってって学生自身がが 紙質問紙をを設計できるようにできるように
しし、アンケートアンケート結果をを分析するするプロセスプロセスではではオンオン
ラインライン電子ボードボードをを使うことでうことで討討議のの活性化がが図
られた これらのられた。これらの取りり組みのみの結果、学生のの課題解
決能力がが高まったまった旨のの報告があったがあった。

Cグループ
C-1 クラウド型のグラフィカルサマリーを利用

した授業時間外の自律的能動的学修の促進
武蔵 太戯留武蔵野大学　中村　太戯留

授業のまとめはのまとめは学修内容のの理解促進をを図るる重要
ななプロセスプロセスであるがであるが、授業時間外にに復習をを促してして
も なかなかも、なかなか取組まないのがまないのが現状である そこでである。そこで、
授業のの最後の 5の15分をを利用してして、授業でで学修したした
素要素同士のの 係関係を１を１枚のの図としてまとめるとしてまとめるグラフグラフ

ィカルサマリーィカルサマリーをを、クラウドクラウド型のの授業支援サービサービ
スス上でで毎毎週実施しし、翌週までまで更新可能というという条条件
をを設定したした。学生アンケートアンケートでは９では９割割がこのがこの方法
をを支持しし、授業時間外のの更新もも確認されされ、方法のの
有効性がが確認されたされた旨のの報告があったがあった。

C-2 情報系学部におけるBYOD利用の試み
央 飯尾 淳中央大学　飯尾　淳

学生所有PCののBYOD利用によるによるプログラミングプログラミング
関連授業のの実施報告。一定性能をを持つつMAC及びび
Windowsのの学生所有PCををBYODのの対象としてとして、
VirtulBoxをを介してしてUbuntuLinaxをを導入ししプログラプログラ
ミングミング授業環境をを構築したした。初期設定にに 少多少のの問

B-9 体験型サイバーセキュリティ演習システム
を用いた人材育成の取り組みと成果

孝明治大学　齋藤　孝道
サイバーセキュリティサイバーセキュリティののインシデントレスポンインシデントレスポン

スス能力のの育成をを目的としてとして、クラウドクラウド上でのでのシスシス
テムテム操操作をを通してして学習するする実習システムシステムのの構築にに
関するする報告である それぞれである。それぞれ最大10時間のの標的
攻型攻撃をを学ぶぶ演習ととSQLインジェクションインジェクション攻攻撃をを

学ぶぶ演習についてについて、前知識のの学習、実践トレーニトレーニ
ングング、振りり返りり学修でで構成されているされている。演習のの事
前事後のの理解度テストテストのの結果のの 移推移よりより理解度がが
大きくきく向上しているしている旨のの報告があったがあった。

B-10 LMSを用いた理系文章作成能力向上のた
めのPDCAサイクル構築の試み

南南山大学　金山　知俊
理工系学部のの学生にに求求められるめられる 章理系文章作成能

力のの向上をを目的としてとして、ソフトウェアソフトウェア開発とそのとその
レポートレポート作成のの実践をを通じてじて 章理系文章作成能力をを
向上させるさせる仕仕組みのみの構築にに関するする報告であるである。最
４大４名チームチームででレポートレポートのの相互評価とと自己評価をを

行いい、他者からのからの評価をを確認してして自分ののレポートレポート
をを見直しし自己評価することですることで、レポートレポートのの問題点
やや改善点にに気付きき、次ののレポートレポート作成にに繋繋げるげる効
果があるがある旨のの報告があったがあった。

B-11 診療参加型臨床実習のための臨床教育支
援ICTシステムの開発と運用

安福井大学　安倍　博
臨床教育におけるにおける学修レベルレベルとと教員のの教育レベレベ

ルルのの向上やや臨床教育ををシステムシステム化・可視化してして実
質的ななPDCAサイクルサイクルをを回すす目的でで開発されたされた、
診療診療参加型臨床実習にに特化したした臨床教育支援シスシス
テムテム（CESS）のの報告である ５である。５年次のの 属附属病院
における4における40週のの実習でで使用しし、コミュニケーシコミュニケーシ
ョンョン件数やや学生アンケートアンケートのの 証検証結果からから、臨床

革実習改革におけるにおけるCESS導入はは一定のの成果がが得らら
れたれた旨のの報告があったがあった。

B-12 ICTを活用した多職種連携PBL：課題作
成型創造的PBLの取り組み

倉 輝日本医科大学　藤倉　輝道
学習支援システムシステム（LMS）とと 黒板電子黒板をを連携ささ

せせ、医学部ののPBL（正規授業）にに、他大学のの薬学
部大学院生がが課外授業としてとして遠隔遠隔的にに参加するする多
職種職種連携PBLのの報告であるである。PBLのの課題をを作成すす
るというるという取組みをみを通じじ、 黒板電子黒板上のの臨場感にに満
ちたちた議事録ををLMSにに載せせ、両大学のの学生がが会議室
機能をを用いていて協働しし、課題をを作るる 側教育者側のの立場
とと他のの学部学生ののキャリアキャリア基盤というという 素新要素にに触触
れるれる 職種多職種連携PBLのの効果がが得られたられた旨のの報告がが
あったあった。

B-13 学修成果と相対順位の可視化による学生
個々人の自己省察と学生同士の切磋琢磨
の促進

杉朝日大学　杉山　明子
学生のの学修成果をを可視化するためするため、総合成績学
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題はあるもののはあるものの、授業にに 障支障をを来たすたす程ではなくではなく、
むしろむしろ、LMSとのとの親和親和性ややVirtualBoxのの機能活用
もあってもあって、BYODによるによるプログラミングプログラミング関連授業
のの実現はは成功したとしたと言えるえる。プログラミングプログラミング以外
でもでも、数学、データデータ分析等のの授業においてもにおいても
BYOD活用がが進められてめられて旨のの報告があったがあった。

C-3 LMSによるプログラミング教育のための事
前・事後学修支援と双方向授業

亀 裕東京理科大学　亀田　裕介
初学者へのへのプログラミングプログラミング言語教育にに散散見されされ

るる学修意欲不足、教室外学修時間不足、授業進行
速速度やや受講生とのとのコミュニケーションコミュニケーションのの問題をを改
善しし、学修成果のの可視化によるによる成長支援やや主体的・

姿勢協働的姿勢のの獲得をを実現するためするため、事前事後学修
支援のためののための 採自動採点課題、双方向型授業のためのため
ののアンケートアンケート、そしてそして理解困難項目についてのについての
ICT教材ををLMSによりにより作成した これらのした。これらの改善にに
よりより、プログラミングプログラミングのの知識とと技能のの定着とと教室
外学修時間のの増加がが確認できたできた旨のの報告があったがあった。

C-4 ユーザビリティの高い資格試験対策サイト
の構築

殖 永江 貴拓殖大学　永江　貴子
過去中国語検定試験過去問題・解答Web（中検Web）

によるによるe-Learningのの活用はは試験対策にに有効であであ
るる。中検Webはは中国語検定試験合格者のの多くがくが活
用しておりしており、学生のの 律自律性をを促すものとすものと言えるえる。
今回、さらなるさらなる有効活用のためのため、学生からのからの 望要望
をを受けてけてユーザビリティユーザビリティのよりのより高いい資格試験対策
サイトサイトをを構築したした。具体的にはには、 帯携帯対応、リスリス
ニングニング問題のの頭頭出しし、単単語・文法のの補補足説明等。
このこの学修支援サイトサイトのの活用によりにより、学生のの理解がが
深まり またまり、また学習のの 律自律学習がが推進されたされた旨のの報
告があったがあった。

C-5 課題解決型中国語教材のICT活用による教
育効果

留関東学院大学　山田　留里子
中国語コミュニケーションコミュニケーション力のの向上ととチームチーム

力・課題解決力のの育成をを目標としたとしたICT教材活用
によるによる教育効果についてのについての報告。SDGsをを題材にに、
PBL科目でで実践可能なな課題解決型中国語教材をを開
発した そのした。その主なるなる構成とと目的はは、SDGsのの課題
背背景のの事前学習、イラストイラストによるによる課題解決案、課
題解決のためののための中国語コミュニケーションコミュニケーション力獲得
である このである。この教材によりにより、中国語検定試験のの受験
率向上、高度なな中国語コミュニケーションコミュニケーションのの獲得、
チームチーム力とと学習意欲のの向上等がが確認されたされた旨のの報
告があったがあった。

C-6 演習の活性化を目的とした演習支援システ
ムの開発

九州産 屋 郁九州産業大学　神屋　郁子
演習形式講義におけるにおけるクラスクラス全体とと各学生ののリリ

アルタイムアルタイムなな 捗進捗状況のの把握、それにそれに基づくづく講義
進行とと学生ののフォローフォロー、これらをこれらを目的としてとして独独自
にに開発したした授業支援ツールツールについてのについての報告。このこの

ツールツールによりにより、学生とと教員ははPCややタブレットタブレットをを
介してして 依質問・点検依頼とそのとその対応がが行ええ、質問・
点検内容ををデータベースデータベースにに登録することによりすることによりクク
ラスラス全体・個別のの 捗進捗状況ががリアルタイムリアルタイムにに把握
できるようになったできるようになった。担当担当教員とと学生ののアンケーアンケー
トトからはからは上記目的のの達成がが確認できたできた旨のの報告がが
あったあった。

C-7 ビデオによるライティングの添削指導：
ICTで一斉指導でも個別指導を実現できる！

弘 佐 剛弘前大学　佐藤　剛
英語教育の４の４技能のの育成においてにおいて、リーディンリーディン

ググややリスニングリスニング能力とと比べてべて、ライティングライティング能力
のの向上をを図ることはることは比較的困難である このである。この発表
はは、ライティングライティング 級初級のの授業におけるにおける英文のの添削
にに焦焦点をあてたものであるをあてたものである。具体的にはには、学生がが
作成したした英文をを添削するする作業をを動画でで撮影撮影してしてクク
ラウドラウド上でで学生とと共有するというするという添削のの可視化にに
よりより、学生ひとりひとり一人にに応じたじた英語作文のの指導のの
ありあり方をを提案したものでありしたものであり、学生のの主体的なな学
びをびを育成するものであるするものである。教育効果としてとして、英作
文のの変容のの様様子をを 量計量的なな指標をを用いていて分析しし、
英文のの量量およびおよび語彙のの豊かさのかさの点でで有意なな向上がが
確認されているされている旨のの報告があったがあった。

C-8 初修中国語ブレンディッドラーニングのた
めのスマートフォン利用復習システムの構
築

東北大学　趙　秀敏
大学初修中国語教育におけるにおける授業時間数のの制

約、発音やや文型習得のの困難ささ、学修意欲不足などなど
のの問題にに対応するためするため、対面授業とと授業後ののe-

Learningによるによる復習をを組みみ合わせたわせたブレンディッブレンディッ
ドラーニングドラーニングのの実践にに関するする発表である またである。また、
e-LearningををPC利用からからスマートフォンスマートフォン利用へへ
転換しし、スマートフォンスマートフォン利用復習システムシステムをを構築
したした点でもでも 徴特徴がある このがある。この手法によりにより、ユビキユビキ
タスタス教育環境本来の どこでも いつでもの、どこでも、いつでも、自分
ののペースペースでで学修できるできる環境をを整整えている そのえている。その結
果、学習意欲のの向上とと継続継続、授業後自習、特にに音
声面をを重視したした自習のの促進などのなどの効果がが確認されされ
ているている旨のの報告があったがあった。

C-9 VR（仮想現実）画像を使った中国語教育
の試み

沖 悟沖縄国際大学　小渡　悟
中国語のの運運用練習にに臨場感のあるのあるVR 仮想（仮想現

実）映像をを活用することですることで、学生をを言語景観にに没
入させてさせて授業へのへの参加意識をを高めるめる教育方法にに関
するする発表であるである。具体的にはには、位置情報やや存現文
をを使うう練習にはには静 詞静止画、動詞のの変化態やや完了完了態、

補結果補語などをなどを使うう練習にはには時間変化のあるのあるVR

動画をを利用しているしている。VR映像をを活用してして、受講
者のの興興味関心をを高めめ、発話のためののためのモチベーショモチベーショ
ンンのの向上につなげている またにつなげている。また、実際のの言語景観
をを使うためうため、言語のの習得だけではなくだけではなく、 接間接的でで
はあるもののはあるものの言語習得のためののための 背文化背景などのなどの情
報ももVR空空間をを活用してして獲得させているさせている旨のの報告

事業活動報告
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があったがあった。

C-10 IT教室の特性と音声認識ソフトを活かし
た英語リスニング・スピーキング活動の
可視化

戸神戸学院大学　中西　のりこのりこ
e-Learningシステムシステムをを活用したした「英語会話 の」の

教育改善のの試みについてのみについての報告であるである。英語でのでの
音声指導上のの一般的なな問題点のうちのうち「音声をを記録
にに残残すことのすことの難しさしさ」「日本語モノリンガルモノリンガル環境
においてにおいて英語でやりでやり取りをするりをする難しさ のしさ」の２点をを
克服克服させるためさせるため、「音声言語のの可視化」「 単元授業単元
ののモジュールモジュール化 に」に取りり組んだんだ授業実践発表であであ
るる。具体的にはには、学生ひとりひとり一人ののiPadややPCをを使
ったった音声活動をを自動音声認識をを活用してしてモジューモジュー
ルル化してして記録することによりすることにより活動内容をを可視化ささ
せせ、e-Learningシステムシステム上にに提示してして学修履歴をを
覧一覧できるようにした そのできるようにした。その結果、受講生のの聞聞くく

力・話すす力がが入学後の３の３ヶヶ月でで 躍飛躍的にに伸伸びび、２
年次前期には９には９割割以上のの受講生ががCEFR A2以上
にに到達したことがしたことが外部テストテスト結果によりにより確認されされ
たた旨のの報告があったがあった。

C-11 ICTを活用した主体的な英語コミュニケー
ション力の向上をはかる

祉東北福祉大学　髙橋 寿橋　加寿子
小学校のの英語教科化にともなうにともなう小学校教員をを目

指すす学生にに対するする英語教育方法にに関するする発表であであ
るる。LMSをを利用したしたオープンオープンなな学習環境をを実現すす
ることによりることにより、授業外でもでも学生同士がが互いにいに学びび
合いい、問題をを主体的にに解決していくしていく方法をを提案しし
ているている。具体的にはには、反転学修のためにのために「ディスディス
カッションカッション という」というサイトサイトをを設けけ、授業のの予習復
習だけでなくだけでなく、学生同士のの情報のやりのやり取りやりや一定
ののトピックトピックについてについてパートナーパートナーのの意見をを参考にに自
分のの意見をを構築したりするのにしたりするのに活用させさせ、英語にに
触触れるれる機会をを増やすことによりやすことにより授業外学修でもでも効
果をあげているをあげている。TOEIC対応型テストテスト結果においにおい
て かなりのて、かなりの伸伸びがびが確認されたされた旨のの報告があったがあった。

C-12 初年次英語科目における反転授業の効果
測定―学修習慣の観点から―

太 聡環太平洋大学　井上　聡
初年次教育のの「実践英文法 の」の授業ををデジタルデジタル

教材をを活用してして能動的学修にに転換させさせ、時間外学
修のの質をを高めることをめることを目指したした発表であるである。ベーベー
スラインスライン期にはには教材のの演習とと答ええ合わせまでをわせまでを事
前にに課しし、授業はは 疑質疑応答、共同学修によるによる演習
とと解説というという構成にし そのにし、その後のの処遇処遇期においてにおいて
ははデジタルデジタル教材をを本格的にに活用したした反転型学修にに
切りり替えている そのえている。その 何結果、「何度でもでも繰繰りり返しし
てて解説をを聞聞くことができるくことができる」「短期間でで学習のの質
をを向上させることがさせることが可能」というという点でで、デジタルデジタル
教材をを活用したした反転型予習のの有効性がが確認されてされて
いるいる。今後ははデジタルデジタル教材のの中にに双方向性をを担担保
するとともにするとともに、デジタルデジタル教材をを授業設計のの中にに明
確にに位置付けることがけることが重要であるである旨のの報告があっがあっ
たた。

事業活動報告

C-13 数理科目における反転授業のための授業
ビデオ配信とその教育効果

誠金沢工業大学　西　誠
3平成30年度数理基礎教育課程のの科目で 4で14名のの

教員のの協力をを得てて、教材ビデオビデオをを学生にに配信配信したした。
合計で 3338ので113338のコンテンツコンテンツのの視聴がありがあり、月別
傾向ではでは、授業がが進むにつれてむにつれて視聴数がが増加するする
傾向にあったにあった。学生へのへのアンケートアンケートからはからは、授業
ビデオビデオはは学習にとってにとって有効ななコンテンツコンテンツであるこであるこ
とがわかった さらにとがわかった。さらに、反転授業ではでは通常授業よよ
りりビデオビデオ視聴がが増加するとともにするとともに、時間外のの学習
時間がが増加しし学習効果がが高くなることもくなることも確認されされ
たた旨のの報告があったがあった。

C-14 LMSを活用した新たな読書法と質問づく
りの実践とその応用

摂南摂南大学　大塚 正人
主体的・対話的でで深いい学びをびを拓くく事をを目的としとし

てて、LMSとと、新しいしい読書読書手法であるであるアクティブアクティブ・
ブック ダイアログブック・ダイアログ及びび新しいしい質問出しのしの手法でで
あるあるクエスチョン フォーメーション テクニックエスチョン・フォーメーション・テクニッ
ククという つのという２つのアクティブ ラーニングアクティブ・ラーニング的手法をを
融融合したした。授業ではではグループグループごとのごとのリレープレゼリレープレゼ
ンテーションンテーションやや質問出しなどをしなどを行う そのためのう。そのための
資料のの配配布やや学生ののアウトプットアウトプットのの 収回収はは、LMS

をを使用することですることで非常にに効率的になったになった旨のの報告
があったがあった。

C-15 数理的記述式、自動採点方式、かつ反復
受験に対応したオンラインテストの実践

市 口 亀 澄山陽小野田市立山口東京理科大学　亀田　真澄
理工系初年次をを対象にしたにした線線形代数のの講義におにお

いていて、対面授業にに融融合させたさせたe-Learning 環境をを提
供したした。期末試験はは、学生所有ののノートパソコンノートパソコン
をを活用してしてオンラインオンラインでで実施した このした。この試験シスシス
テムテムはは、ランダムランダム出題、数式入力可能、Maxima

によるによる 処数式処理をを使用したした 採自動採点、反復受験可
能といったといった 徴特徴がある またがある。また、期末試験ののエビデエビデ
ンスンスとしてとして、 終了試験終了後にに 算 紙計算用紙ののデジタルデジタル画
像ををアップロードアップロードさせているさせている旨のの報告があったがあった。

C-16 学習活動を支える研究倫理教育：大学初
年次で導入するｅラーニングコンテンツ
の可能性

阪女 積 希大阪女学院大学　善積　実希
これまでこれまで、大学初年次教育のの一環としてとして情報倫

理教育をを実施してきたがしてきたが、学生のの日常生活におけにおけ
るる情報倫理のの理解とと大学でのでの学びにおけるびにおける研究倫
理のの理解のの一般化がが 十不十分であるようだった そであるようだった。そ
こでこで、インターネットインターネットややSNS上のいじめからのいじめから、学
術的記述方法にいたるまでのにいたるまでの初年次のの学生もも理解
できるできる研究倫理ｅラーニングコンテンツラーニングコンテンツをを開発しし
たた。選択式問題だけでなくだけでなく記述式問題もも設けるこけるこ
とでとで、学生とと教員ののコミュニケーションコミュニケーションをを図ってって
いるいる旨のの報告があったがあった。


